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日
本
人
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
パ
l

ソ
ン
の
英
語
力
の
実
態
分
析

｜
｜
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
と
さ
れ
る
英
語
力
と
は
｜
｜

寺

内

日本人国際ビジネスパーソンの英語力の実態分析

五四三二一

は
じ
め
に

問
題
の
所
在
と
C
E
F
R

の
位
置
づ
け

本
研
究
の
調
査
概
要

分
析
結
果

結
論

は
じ
め
に

日
本
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
l

ソ
ン
が
国
際
競
争
、
国
際
協
力
で
十
分
に
活
躍
す
る
た
め
に
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
ど

の
程
度
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
現
実
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
起
点
に
、
二
年
半
を
費
や
し
て
完
成
さ

せ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
以
下
、
「
企
業
が
求
め
る
英
語
力
調
査
」
）
の
一
部
を
報
告
す
る
。
本
調
査
は
平
成
一
六
年
度1

一
九
年

度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
（
基
盤
研
究
A
）
「
第
二
言
語
習
得
を
基
盤
と
す
る
小
中
高
大
の
連
携
を
は
か
る
英
語
教
育
の
先
導
的
研877 

究
（
以
下
、
「
小
池
科
研
」
）
（
研
究
課
題
番
号
忌
N
O
N
O
H
O
）
（
研
究
代
表
者
・
慶
慮
義
塾
大
学
・
明
海
大
学
名
誉
教
授
・
小
池
生
夫
）
」
の
一



(1
) 

部
で
あ
り
、
寺
内
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（
リ
ー
ダ
ー
）
、
小
池
生
夫
、
松
井
順
子
、
三
好
重
仁
、
高
田
智
子
の
五
名
が
担
当
し
た
。
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
を
共
同
研
究
者
と
し
て
迎
え
、
総
有
効
回
答
数
七
三
五
四
名
を
得
る
と
い
う
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の

878 

現
場
で
働
く
人
々
へ
の
実
態
調
査
と
し
て
は
わ
が
国
で
は
お
そ
ら
く
は
じ
め
て
の
大
規
模
調
査
で
あ
る
。
調
査
自
体
は
、
彼
ら
の
コ

ミ
ユ
ニ
ケ
l

シ
ヨ
ン
上
の
問
題
点
を
整
理
し
、
日
本
人
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
到
達
す
る
目
標
を
提
示
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
た
が
、
本
稿
は
紙
面
の
都
合
上
、
本
調
査
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
の
。

E
E
】
え
開
口
g

宮
（
N
C
C
H）
が
作
成
し

た
「
わ
閃
匂
悶
（
わ
。
5
5

。
ロ
開R
。
℃g

ロ
司
5
5

命
者
。
長
。
片
岡m
w
P
Rロ8

沙
門
戸
g
m
g
m
o
ω
一
戸g
B

宮
伊
丹
ゆω
各
ぽ
m
－
m
ω
ω
g
ω
B
g
p

以
下
C
E
F
R

）
」
の
特
徴
を
簡
単
に
紹
介
し
た
後
、
回
答
者
の
属
性
な
ど
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。
さ
ら
に
、

日
本
人
の
ビ
ジ

ネ
ス
パ
l

ソ
ン
が
国
際
交
渉
を
第
一
線
で
行
う
の
に
必
要
な
英
語
力
の
指
標
な
ら
び
に
、
彼
ら
が
直
面
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

上
の
問
題
点
、
特
に
対
象
が
難
し
い
も
の
と
易
し
い
も
の
へ
の
対
処
能
力
の
違
い
に
焦
点
を
絞
り
報
告
し
た
い
。
全
調
査
の
概
要
と

詳
細
は
寺
内

（
編
）
「
企
業
が
求
め
る
英
語
力
調
査
報
告
書
』
（
二OO
八
）
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
題
の
所
在
と
C
E
F
R

の
位
置
づ
け

情
報
社
会
の
草
命
的
変
化
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
日
本
で
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
み
が
強
調
さ

れ
、
そ
の
基
盤
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
養
成
に
対
す
る
強
化
策
は
非
常
に
弱
い
。
日
本
人
の
国
際
対
応
能
力
の
根
幹

を
な
す
外
国
語
、
特
に
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
一
般
に
は
満
足
す
る
状
態
に
な
い
と
、
小
池
（
二OO
八
）
は
T
O
E

(2
) 

F
L

ス
コ
ア
の
国
際
比
較
結
果
を
し
な
が
ら
報
告
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
と
い
っ
た
近
隣
諸
国
と
日
本
の
、

(3
) 

一
九
九
二
年
1

一
九
九
四
年
と
二
O
O
三
年
1

二
O
O
四
年
の
一
0
年
間
を
お
い
て
の
平
均
ス
コ
ア
は
、
中
国
は

P
B
T

で
五
四
九

(4
) 

点
か
ら
五
五
五
点
（

C
B
T

で
二
二
三
点
）
で
六
点
上
昇
、
台
湾
は
五

O
六
点
か
ら
五
三
二
点
（
C
B
T

で
二
O
三
点
）
で
二
六
点
上



昇
、
韓
国
は
五

O
六
点
か
ら
五
四
三
点
（
C
B
T

で
二
二
二
点
）
で
三
七
点
上
昇
し
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
は
四
九
三
点
か
ら
四

九
一
点
（
C
B
T

で
一
九
O
点
）
二
点
下
降
し
て
い
る
。
小
池
は
、
こ
う
し
た
近
隣
諸
国
で
は
英
語
教
育
を
国
家
戦
略
の
重
要
項
目

と
し
て
、
大
規
模
予
算
を
投
入
し
な
が
ら
、
そ
の
強
化
を
は
か
り
、
確
実
に
そ
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
一
方
、
日
本
は
外
国
語
、

言
語
の
国
家
政
策
が
明
確
で
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
こ
の
数
字
を
無
視
し
続
け
て
い
く
と
、
日
本
人
は
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
と
警
告
を
発
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
危
機
感
か
ら
、
小
池
科
研
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
、
こ
の
研
究
を
始
め
る
に
至
っ
た
。
「
日
本
人
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
ど
の
く
ら
い
の
英
語
能
力
を
養
成
す
る
べ
き
か
、
ま
た
ど
の
く
ら
い
の
人
数
が
ど
の
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
到
達
目
標
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
日
本
国
内
だ
け
で
通
じ
る
も
の
よ
り
も
国
際
的
な
基

準
と
し
て
通
用
す
る
も
の
の
方
が
よ
い
。
そ
の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
。
。cR
ロ
。
同
開
口
円
。
習
が
開
発
し
、
E
U

が
政
策
決
定
し

日本人国際ビジネスパーソンの英語力の実態分析

て
E
U

諸
国
を
中
心
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
C
E
F
R

に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
C
E
F
R

に
つ
い
て
概
説
す

る
が
、
詳
細
は
古
島
・
大
橋
（
二
O
O

二
、
岡
（
二
O
O
八
）
、
日
向
（
二O
O
八
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「C
E
F
R

の
目
的
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
教
育
の
シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
試
験
、
教
科
書
等
々
の
向
上
の

た
め
に
一
般
的
基
盤
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
言
語
学
習
者
が
言
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
使
用
す
る
た
め
に
は
何
を
学
ぶ
必

要
が
あ
る
か
、
効
果
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
れ
ば
よ
い
か
を
総
合
的
に
記
述
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
言
語
が
置
か
れ
て
い
る
文
化
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
も
記
述
の
対
象
と
す
る
。

C
E
F
R

は
さ
ら
に
学
習
者
の
熟

達
度
の
レ
ベ
ル
を
明
示
的
に
記
述
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
段
階
で
、
ま
た
生
涯
を
通
し
て
学
習
度
が
測
れ
る
よ
う
に
考
え
て
あ
る
。
」

（
わ
。
g

の
口
え
開
z
g

苦
い
O
C
H－
唱
－H

（
古
島
・
大
橋
（
二O
O
四
二
）
）
。
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小
池
・
寺
内
（
二
O
O
八
）
は
C
E
F
R

の
目
的
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

川
欧
州
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
制
度
の
相
違
が
妨
げ
に
な
っ
て
専
門
家
同
士
の
相
互
対
話
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
現
状
を
打
破
す
る
0

0
4
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対
象
領
域
、
内
容
、
方
法
を
明
示
的
に
記
述
す
る
た
め
の
共
通
基
盤
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

C
E
F
R

は
コ
l

ス
授
業
、

シ
ラ
パ
ス
、
能
力
検
定
の
透
明
化
を
促
進
さ
せ
、
国
際
的
共
同
作
業
を
前
進
さ
せ
る
。

言
語
熟
達
度
を
表
す
客
観
的
基
準
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
の
相
互
認
定
を
容
易
に
す
る
。
欧
州
内
の

q
J
 

人
的
移
動
を
助
長
す
る
。

凶
学
習
者
が
言
語
と
文
化
に
見
ら
れ
る
異
質
性
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
人
格
全
体
を
豊
か
に
し
、
自
己
の
中
で
そ
れ
ら

を
再
統
合
す
る
。

こ
の
C
E
F
R

は
、
当
初
は
文
字
通
り
欧
州
人
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
お
り
し
も
、
英
語
が
国
際
語
、
グ
ロ
ー
バ

ル
一
乱
開
化
し
て
い
る
今
日
で
は
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
欧
州
以
外
の
人
々
が
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
活
動
に
と
っ
て
の
効
率
性
、
民
主
性

な
ど
の
正
当
性
の
故
に
、
そ
の
哲
学
、
利
便
性
を
世
界
各
地
域
で
公
的
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
拡
ま
っ
て
き
た
。

ア
ジ
ア
に

お
い
て
も
、
中
園
、
韓
国
、
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
の
一
部
の
国
々
が
国
家
政
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

C
E
F
R

を
利
用
す
る
兆
候
が
あ

ら
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

日
向
（
二
O
O

八
）
も
ま
た
、
英
語
を
は
じ
め
と
す
る
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
設
定
の
標
準
化
が
進
む
こ
と
は
国
際

活
動
に
有
意
義
で
あ
る
と
し
、
こ
の
C
E
F
R

の
考
え
方
が
導
入
さ
れ
れ
ば
日
本
の
英
語
教
育
は
大
変
化
を
起
こ
す
だ
ろ
う
と
予
見

し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
、
肝
心
の
英
語
教
育
は
い
ま
だ
現
実
的
な
反
応
を
示
し
て
い
な
い
が
、
日
本
語
教
育
で
は
荻
原
（
二

O

O
八
）
が
中
国
語
教
育
で
は
加
藤
（
二
O
O

八
）
が
と
い
っ
た
他
の
言
語
教
育
に
お
い
て
、
す
で
に
こ
の
C
E
F
R

の
考
え
方
を
組

み
入
れ
た
指
標
〈
案
〉
を
提
示
し
て
い
る
。
C
E
F
R

は
英
語
に
特
化
す
る
の
で
は
な
く
母
語
も
同
じ
よ
う
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
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表 1 共通参照レベル：全体的な尺度（global scale）互

Proficiency user C2 聞いたり、読んだりしたほぼ全てのものを容易に理解することが

（熟達した言語使用者） できる。いろいろな話し言葉や書き言葉から得た情報をまとめ、

根拠も論点も一貫した方法で再構成できる。自然に、流暢かっ正

確に自己表現ができ、非常に複雑な状況までも細かい意味の違い、

区別を表現できる。

Cl いろいろな種類の高度な内容のかなり長いテクストを理解するこ

とができ、合意を把握できる。言葉を捜しているという印象を与

えずに、流暢にまた自然に自己表現ができる。社会的、学問的目

的や、職業上の目的に応じた、柔軟な、しかも効果的な言葉遣い

ができる。複雑な話題について、明確で、しっかりした構成の、

詳細なテクストを作ることができる。その際、テクストを構成す

る字句や接続表現、結束表現などの用法をマスタ｝していること

がうかがえる。

Independent user B2 自分の専門分野の技術的な議論も含めて、抽象的かつ具体的な話

（自立した言語使用者） 題の複雑なテクストの主要な内容を理解できる。お互いに緊張し

ないで英語の母語話者とやりとりができるくらい流暢かっ自然で

ある。かなり広い範囲の話題について、明確で詳細なテクストを

作ることができ、さまざまな選択肢について長所や短所を示しな

がら自己の視点を説明できる。

Bl 仕事、学校、職場で普段出会うような身近な話題について、標準

的な話し方であれば主要点を理解できる。その言葉が話されてい

る地域を旅行しているときに起こりそうな、たいていの事態に対

処することができる。身近で、個人的にも関心のある話題について、

単純な方法で結びつけられた、脈絡のあるテクストを作ることが

できる。経験、出来事、夢、希望、野心を説明し、意見や計画の

理由、説明を短く述べることができる。

Basic user （基礎段 A2 ごく基本的な個人的情報や家庭情報、買い物、近所、仕事など、

階の言語使用者） 直接に関係のある領域に関する、よく使われる文や表現が理解で

きる。簡単で日常的な範囲なら、身近で日常の事柄についての情

報交換に応ずることができる。自分の背景や身の回りの状況や、

直接的な必要性のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できるO

Al 具体的な欲求を満足させるための、よく使われる日常的表現と基

本的な言い回しを理解し、用いることもできる。自分や他人を紹

介することができ、どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち

物などの個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。

もし、相手がゆっくり、はっきりと話して、助け舟を出してくれ

るなら簡単なやりとりをすることができる。

881 



こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
り
、
日
本
語
教
育
と
の
連
動
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。C
E
F
R

自
体
は
欧
州
人
の
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た
め
に
何
十
年
も
か
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
準
を
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
日
本
の
外
国
語
政
策
に
ど
の
よ
う
に
適
用
で

き
る
か
を
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
欧
州
と
の
文
化
の
違
い
を
考
慮
す
る
と
、C
E
F
R

を
そ
の

ま
ま
日
本
で
利
用
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
若
干
の
修
正
は
必
要
で
あ
る
が
、
表
1

に
六
つ
の
レ
ベ
ル
で
示
さ
れ
た
C
E
F
R

の
大
枠

と
し
て
の
言
語
能
力
の
標
準
参
考
基
準
は
基
本
に
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
下
位
項
目
と
し
て
、
「
共
通
参
照
レ
ベ
ル
一
自
己
評
価
表
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
さ
き
の
六
レ
ベ
ル
を
「
ピω窓
口
’

z
m
（
聞
く
）
」
「
問
。
山
内
出
口
問
（
読
む
）
」
「

ω
旬
。w
oロ

F
Z
5
2
Z

ロ
（
や
り
取
り
す
る
）
」
「
∞
唱
。
w
oロ
司
円
。ι
E
υ立
。
ロ
（
発
表
す
る
）
」

「
者
ユ
江
口
問
（
書
く
）
」
と
い
っ
た
五
つ
の
能
力
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
言
語
活
動
の
内
容
を
詳
述
し
て
い
る
。
こ
の
共
通
参
照
レ

ベ
ル
で
画
期
的
な
の
は
、
す
べ
て
が
「
：
：
：
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
「
n
mロ
’
U
。
方
式
」
に
な
っ
て
い
る
点
と
、
従
来
四
ス

キ
ル
で
あ
っ
た
も
の
に
加
え
て
、
∞
同
》
g
w
E
m
〈
話
す
〉
を
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
て
、
よ
り
詳
細
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

先
述
の
T
O
E
F
L

の
国
際
比
較
で
見
た
よ
う
に
、
日
本
人
の
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
低
く
、
こ
の
能
力
を
相
当

大
幅
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
、
英
語
を
中
心
と
し
た
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
面
で
国
際
競
争

に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ

l

ソ
ン
を
養
成
す
る
の
に
は
、
ど
の
程
度
の
レ
ベ
ル
の
人
を
ど
の
く
ら
い
作
り
出
す
必
要
が

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
回
答
を
得
、
さ
ら
に
指
針
を
出
す
た
め
に
、
国
際
交
渉
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ

l

ソ
ン
七

三
五
四
名
を
対
象
と
し
た
本
調
査
の
結
果
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

本
研
究
の
調
査
概
要

調
査
の
概
要
は
表
2

の
と
お
り
で
あ
る
。
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調査概要

調査方法 記述方式とインターネットリサーチ併用

調査対象 海外勤務経験者（短期間の出張も含める）

調査協力者 7354 人（TOEICi スコア申告者 6651 人）

調査協力組織 文部科学省初等中等教育局国際教育課、財団法人国際ビジネスコミュニケー

ション協会、財団法人海外子女教育振興財団、財団法人社会経済性生産本部、

財団法人日本英語検定協会、三井物産株式会社

調査項目 13 の大項目と 58 の下位項目（省略）

表 2

調
査
組
織

「
小
池
科
研
」
自
身
は
研
究
代
表
者
の
小
池
生
夫
の
他
、
研
究
分
担
者
が
二
二
名
、
研
究
協
力

者
が
二
名
の
全
体
の
陣
容
で
あ
る
が
、
こ
の
「
企
業
が
求
め
る
英
語
力
調
査
」
は
、
先
述
の
よ
う

に
寺
内
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
他
に
四
名
が
担
当
し
た
。

2 

調
査
目
的

調
査
目
的
は
以
下
の
四
項
目
で
あ
る
。

世
界
の
国
際
基
準
に
適
応
す
る
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
具
体
的
指
標
を
設
定
す

る
。

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
最
高
到
達
目
標
を
具
体
的
に
明
示
す
る
。

て（3) (2) 

基
礎
研
~ 
プし

と
す
る

そ
の
目
標
に
到
達
す
る
た
め
に
、
学
校
の
各
段
階
で
目
標
を
具
体
的
に
逆
推
量
し
、
設
定
し

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
パ
l

ソ
ン
の
英
語
力
と
意
識
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
基
準
作
成
の
参
考
資

料（4)
を
提
刀ミ

す
る

3 

調
査
方
法
な
ど

調
査
方
法
な
ど
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
細
か
い
調
査
項
目
は
先
述
の
と
お
り
紙883 

面
の
都
合
で
割
愛
し
た
。
詳
し
く
は
寺
内
編
（
二
O
O

八
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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四

分
析
結
果

回
答
者
の
特
徴

本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
総
計
七
三
五
四
名
の
国
際
業
務
に
従
事
中
か
、
あ
る
い
は
そ
の
経
験
が
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ

l

ソ
ン
の
回
答
協
力

を
得
て
分
析
し
て
い
る
。
回
答
者
の
属
性
な
ど
の
特
徴
を
概
略
す
る
。

山
「
性
別
」
は
、
男
性
五
八
・
一
%
（
四
二
七
三
人
／
七
三
五
四
）
、
女
性
四
一
・
九
%
（
三
O
七
八
人
／
七
三
五
四
）
。
「
年
齢
」
は

二
O
歳
代
か
ら
六
O
歳
代
で
最
も
多
い
の
は
、
三
O
歳
代
の
四
六
・
一
%
（
三
四
二
一
人
／
七
三
五
四
）
、
そ
の
前
後
の
二
O
歳
代
が

四
O
歳
代
が
二
四
・
二
%
（
一
七
八
二
人
／
七
三
五
四
）
と
二
O
%
台
で
続
く
。
こ
れ
ら

の
層
が
約
九
割
を
占
め
て
い
る
。
文
字
ど
お
り
海
外
と
の
交
渉
実
務
の
中
核
で
あ
る
。

一
二
・
九
%
（
一
六
一
一
人
／
七
三
五
四
）
、

「
学
歴
」
は
、
大
学
学
部
卒
が
圧
倒
的
に
多
く
六
五
・
一
%
（
四
七
八
七
人
／
七
三
五
四
）
、
つ
づ
い
て
大
学
院
修
士
課
程
修
了

ワ
山
田

者
が
一
七
・
O
%
（
一
二
五
四
人
／
七
三
五
四
）
で
あ
り
、
教
育
程
度
は
我
が
国
で
の
標
準
を
上
回
る
と
察
せ
ら
れ
る
o

q
δ
 

「
所
属
企
業
」
は
、
東
証
一
部
上
場
民
間
企
業
が
三
二
・
O
%
台
一
三
五
一
人
／
七
三
五
四
）
、
そ
の
他
の
民
間
企
業
が
五
四
・

O
%
（
三
九
七
O
人
／
七
三
五
四
）
、
そ
の
他
一
四
・
O
%
（
一
O
二
九
人
／
七
三
五
四
）
で
あ
る
。
東
証
一
部
上
場
会
社
よ
り
も
そ
れ

以
外
の
企
業
が
非
常
に
多
く
、
日
本
企
業
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
は
一
部
の
有
名
企
業
ば
か
り
で
な
く
、
中
、
小
企
業
に
ま
で
広
範
囲
に

及
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
数
多
い
企
業
名
一
覧
を
み
て
も
納
得
が
い
く
（
寺
内
（
二
O
O
八
）
を
参
照
の
こ
と
）
。

凶
「
職
種
」
内
訳
は
、
技
術
士
二
・
五
%
（
一
五
八
三
人
／
七
三
五
四
）
）
、
販
売
（
一
四
・
三
%
（
一
O
五
一
人
／
七
三
五
四
）
）
、
研

究
・
開
発
（
一
四
・
O
%
（
一
O
二
八
人
／
七
三
五
四
）
）
、
経
営
企
画
（
六
・
三
%
（
四
六
四
人
／
七
三
五
四
）
）
、
そ
の
他
（
一
二

7

八
%

（
一
七
四
九
人
／
七
三
五
四
）
）
な
ど
が
目
立
つ
。
逆
に
目
立
た
な
い
の
は
、
法
務
（
一
・
六
%
（
一
一
九
人
／
七
三
五
四
）
）
、
製
造



（
二
・
五
%
（
一
八
二
人
／
七
三
五
四
）
）
、
人
事
（
二
・
六
%
（
一
九
三
人
／
七
三
五
四
）
）
な
ど
で
あ
る
。
海
外
取
引
業
務
の
な
か
で
活

躍
す
る
部
門
と
、
逆
に
海
外
に
出
な
い
部
門
の
特
徴
が
出
て
い
る
。

同
「
業
種
」
は
、
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
業
種
別
一
覧
の
二
七
業
種
中
、
サ
ー
ビ
ス
（
一
五
・
六
%
（
一
一
四
八
人
／
七
三
五

四
）
）
、
情
報
通
信
（
二
一
・
三
%
（
九
O
二
人
／
七
三
五
四
）
）
、
電
気
機
器
（
九
・
四
%
（
六
九
二
人
／
七
三
五
四
）
）
、
化
学
・
薬
品

（
八
・
六
%
（
六
三
O
人
／
七
三
五
四
）
）
の
順
に
多
く
、
「
そ
の
他
」
企
業
（
一
四
・
六
%
（
一
O
七
五
人
／
七
三
五
四
）
）
に
二
七
種
の

種
類
分
け
に
入
ら
な
い
企
業
が
結
構
多
い
。
旅
行
業
、
ホ
テ
ル
・
航
空
関
係
が
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
と
す
る
な
ら
、
女
性
が
多
い
の
は
、

こ
の
分
野
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
情
報
通
信
は
男
性
が
比
較
的
多
い
。

同
「
役
職
」
で
は
、
一
般
職
員
が
五
二
・
七
%
（
ゴ
一
八
七
八
人
／
七
三
五
四
）
と
圧
倒
的
に
多
く
、
専
門
職
、
課
長
な
ど
は
一
割
程

度
の
回
答
者
、
系
統
と
し
て
は
、
日
本
系
企
業
が
七

0

・
四
%
（
五
一
七
九
人
／
七
三
五
四
）
と
外
資
系
を
圧
倒
し
て
い
る
の
が
特
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7）徴
で
あ
る

「
海
外
出
張
」
は
、
「
経
験
が
あ
る
」
が
五
二
・
一
%
（
三
八
三
五
人
／
七
三
五
四
）
、
「
経
験
が
な
い
」
が
四
七
・
八
%
（
三
五
一

七
人
／
七
三
五
四
）
で
、
「
経
験
が
あ
る
」
が
四
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。
そ
の
際
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
「
一
週
間
未
満
」
が
最

つ
づ
い
て
、
「
二
週
間
1

三
週
間
未
満
」
が
三
五
・
五
%
（
一
三
六
一

大
で
四
四
・
一
%
（
一
六
九

O
人
／
七
三
五
四
）

で
あ
る
。

人
／
七
三
五
四
）
で
あ
る
。
前
者
は
島
国
日
本
か
ら
出
張
し
て
帰
国
す
る
時
間
を
い
れ
る
と
、
現
地
で
の
会
議
は
三
日
程
度
で
あ
ろ

う
。
余
裕
の
な
い
忙
し
い
旅
程
で
あ
る
。
後
者
で
は
、
出
張
の
内
容
が
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
海
外
出
張
の
頻
度
に
つ
い
て
は
、

「
一
年
に
一
1

五
回
」
（
八
六
・
九
%
（
三
三
三
四
人
／
七
三
五
四
）
）
が
圧
倒
的
に
多
い
。
平
均
し
て
、
「
二1
三
ヶ
月
に
一
回
の
割

合
」
で
あ
ろ
う
。

川
「
海
外
駐
在
」
は
、
「
海
外
駐
在
の
経
験
が
な
い
」
人
が
七
九
・
九
%
（
五
八
七
九
人
／
七
三
五
四
）
と
圧
倒
的
に
多
い
。
理
由

は
、
「
企
業
が
駐
在
ま
で
は
必
要
と
し
な
い
」
、
あ
る
い
は
、
「
必
要
で
も
人
数
を
少
数
に
限
定
し
、
現
地
採
用
を
増
や
し
て
土
地
の

885 
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職務上必要となるコミュニケーションの形態の上位 5位までの比較

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位

聞く・話す 電話 会議 交渉 プレゼン パーティー

71.3 % 63.4 % 49.9 % 43.7 % 27.3 % 

ヨ画？士じ む E メール ビジネスレター 報告書 ファックス 仕様書

90.8 % 61.0 % 52.6 % 45.4 % 44.5 % 

書 く E メール ビジネスレター 報告書 ファックス 企画書

90.7 % 47.0 % 41.2 % 37.6 % 21.3 % 

表 3

人
々
と
融
和
政
策
を
と
る
」
企
業
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
。
滞
在
期
間
は
、
延
べ
滞
在
期
間
で

886 

「
一
年
以
上
1

三
年
未
満
」
が
三
三
・
O
%
（
四
八
六
人
／
七
三
五
四
）

で
最
大
で
あ
る
。
イ〉

しミ

で

「
三
年1
五
年
未
満
」
が
一
九
・
三
%

で
あ
る
。
「
一
O
年
以

（
一
一
八
五
人
／
七
三
五
四
）

上
」
も
六
・
八
%
（
一
O
O

人
／
七
三
五
四
）
い
る
口
「
海
外
駐
在
経
験
が
あ
る
」
と
答
え
た
一

四
七
三
人
の
滞
在
国
は
四
四
カ
国
に
及
ぶ
。
駐
在
経
験
者
数
が
も
っ
と
も
多
い
国
は
ア
メ
リ
カ

で
延
べ
九
五
人
、
そ
の
な
か
で
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
圧
倒
的
に
多
く
延
べ
二
七
人
で
あ
る
が
、

ロ
サ
ン
ジ
エ
ル
ス
延
べ
一
一
人
、

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
延
べ
九
人
な
ど
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。
次

に
多
い
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
延
べ
二
七
人
、
こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
延
べ
二
二
人
と
集
中
し
て
い
る
。

第
三
位
が
中
国
で
延
べ
一
二
人
で
都
市
で
は
北
京
、
香
港
、
上
海
な
ど
が
あ
る
。
四
位
は
シ
ン

ガ
ポ
l

ル
で
延
べ
二
O
人
、
五
位
は
ド
イ
ツ
の
延
べ
一
五
人
、
こ
の
う
ち
デ
ユ
セ
ル
ド
ル
フ
に

延
べ
九
人
と
集
中
し
て
い
る
。
六
位
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
延
べ
一
五
人
、
こ
れ
は
シ
ド
ニ
ー
、

ブ
リ
ス
ベ
ン
、
バ
i

ス
と
分
散
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
延
べ
一
一
人
、
こ
の
う
ち
ジ
ャ
カ

ル
タ
が
延
べ
九
人
で
あ
る
。
駐
在
経
験
者
数
が
少
な
い
の
は
、
南
ア
メ
リ
カ
、

ア
フ
リ
カ
、
中
東
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
、
韓
国
、

欧
州
の
一
部
、

職
務
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態

白
河d

表
3

は
、
職
務
上
必
要
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態
が
主
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
聞
く
・
話
す
」
技
能
で
は
、
電
話
（
七
一
・
一
二
%
（
五
二
四

三
人
／
七
三
五
四
）
）
、
会
議
会
ハ
三
・
四
%
（
四
六
六
六
人
／
七
三
五
四
）
）
、
交
渉
（
四
九
・
九
%

ヱ
ハ
七
二
人
／
七
三
五
四
）
）
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
四
三
・
七
%
（
三
一
二
六
人
／
七
三
五



四
）
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
「
英
語
を
読
む
」
作
業
で
は
、
E
メ
l

ル

1

（
六
一
・
O
%
（
四
四
八
七
人
／
七
三
五
四
）
）
、
報
告
書
（
五
二
・
六
%
（
三
八
六
八
人
／
七
三
五
四
）
）
、

（
九0
・
八
%
（
六
六
八
一
人
／
七
三
五
四
）
）
、
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ

フ
ァ
ッ
ク
ス

（
四
五
・
四
%

（
三
三
四
O
人
／
七
三
五
四
）
）
、
仕
様
書
（
四
四
・
五
%
（
三
二
七
O
人
／
七
三
五
四
）
）

の
順
で
あ
る
。
「
書
く
」
技
能
で
は
、
E

メ
ー

ル
（
九
0

・
七
%
（
六
六
六
七
人
／
七
三
五
四
）
）
、
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ
i

（
四
七
・
O
%
（
三
四
五
七
人
／
七
三
五
四
）
）
、
報
告
書
（
四
一
・

一
一
%
（
三
O
三
二
人
／
七
三
五
四
）
）
、

（
三
七
・
六
%
（
二
七
六
八
人
／
七
三
五
四
）
）
な
ど
の
順
で
必
要
度
が
高
い
。
「
読

フ
ァ
ッ
ク
ス

む
」
と
「
書
く
」
は
そ
の
一
位
か
ら
四
位
ま
で
が
同
じ
で
あ
り
、
「
E
メ
l

ル
」
が
「
読
む
」
、
「
書
く
」
両
方
で
非
常
に
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

2 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
パ
l

ソ
ン
に
求
め
ら
れ
る
英
語
力
分
析
結
果

日本人国際ビジネスパーソンの英語力の実態分析

本
章
で
は
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
パ
l

ソ
ン
に
求
め
ら
れ
る
英
語
力
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
角
度
か
ら
分
析
し
て
み
た
い
。

職
種
別
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
上
位

ま
ず
は
、
1

の
凶
の
「
職
種
」
と
倒
の
「
職
務
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態
」
に
関
し
て
、
「
聞
く
・
話
す
」
、
「
読
む
」
、

「
書
く
」
と
い
う
ス
キ
ル
の
中
で
職
種
別
に
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
点
を
あ
げ
て
み
る
。
比
較
す
る
上
で
、
例
え
ば
「
聞
く
・
話

す
」
の
中
で
「
交
渉
」
の
全
体
平
均
が
四
九
・
九
%
で
あ
る
の
で
そ
の
前
後
五
%
の
範
囲
外
、
す
な
わ
ち
下
が
四
四
・
九
%
未
満
の

も
の

で
表
す
）
、
上
が
五
四
・
九
%
を
超
え
る
も
の

（
口
で
表
す
）
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
や
り
方
を
と
る
。
「
そ
の

他
」
は
比
較
か
ら
除
外
し
た
。
た
だ
し
、
平
均
値
が
三
O
%
以
下
の
も
の
は
前
後
三
%
を
範
囲
外
と
し
た
。
ま
た
、
平
均
値
が
二
O

%
以
下
の
場
合
は
数
値
が
小
さ
い
た
め
す
べ
て
を
掲
載
し
た
。

同
「
聞
く
・
話
す
」

「
総
務
」
部
門
で
は
、
「
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
「
聞
く
・
話
す
」
と
い
う
形
態
を
多
く
使
用
す
る
が
、
「
交
渉
」
、
「
会
議
」
、
「
プ
レ
ゼ

887 
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表4 職種別職務上必要なコミュニケーションの形態「聞く・話すJ
平均値から 5%以上離れるもの

交渉 会議 電話 パーティー プレゼン

平均（%） 49.9 63.4 71.3 27.3 43.7 

総務 39.5 43.7 函亙 21.1 

法務 21.8 

人事 44.4 

経理 34.5 ~ 20.9 25.2 

経営企画 医亙 [n]J 区国 医亙 匝亙

販売 医亙 区田

製造 20.3 

商品企画・製造 匡E 匝亙

技術 ~ 21.7 

研究・開発 巨亙 医E

ン
テ
l

シ
ヨ
ン
」
で
は
機
会
が
少
な
い
。
「
法
務
」
部
門
で
は
、
「
パ

888 

ー
テ
ィ
l

」
に
出
る
機
会
が
少
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
だ

け
英
語
使
用
が
著
し
く
少
な
い
。
「
人
事
」
は
「
交
渉
」
で
の
英
語

使
用
が
少
な
い
と
い
う
回
答
が
出
て
い
る
が
、
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l

シ
ョ
ン
と
比
較
し
て
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
す
ご
く
少
な
い
わ
け
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
「
経
理
」
は
「
電
話
」
で
英
語
を
使
用
す

る
こ
と
が
他
よ
り
も
多
い
が
、
逆
に
「
交
渉
」
、
「
パ
ー
テ
ィ
ー
」
、

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
少
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
す
る

機
会
が
少
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
経
営
企
画
」
は
こ
の
「
開
く

話
す
」
と
い
う
ス
キ
ル
の
中
で
、
す
べ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
形
態
を
取
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
の
部
門
に
所
属
す
る
人
は
聞
い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
販
売
」
は
「
交
渉
」
と
「
パ
ー
テ
ィ
ー
」

で
英
語
を
多
く
使
用
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
「
製
造
」
は
逆
に

「
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
の
英
語
使
用
が
少
な
い
、
す
な
わ
ち
、
そ
う
し

た
機
会
が
少
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
「
商
品
開
発
・
製
造
」
は
「
交

渉
」
と
「
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
多
く
、
「
交
渉
」
が
「
パ
ー
テ
ィ
ー
」

な
ど
の
機
会
で
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
技
術
」
は
「
会

議
」
は
非
常
に
多
い
が
、
「
電
話
」
や
「
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
少
な
い
。
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表 5 職種別職務上必要なコミュニケーションの形態「読むJ
平均値から 5%以上離れるもの

Eメール
ピジネス ファック

仕様書
操作マニ

論文 広告文 カタログ 企画書 報告書
レター ス ュアル

平均（%） 90.8 61.0 45.4 44.5 41.2 31.4 16.3 28.9 28.5 52.6 

総務 匡亙 26.0 23.8 13.2 13.2 18.9 22.5 36.4 

法務 cm] ~ 25.2 18.5 [ill] 10.1 14.3 25.2 

人事 16.1 25.9 14.5 10.4 12.4 匡亙
経理 匡司 ~ 18.7 26.3 13.7 8.3 12.2 19.4 

経営企画 巨亙 [][[] 38.4 32.3 医E ~ ~ 医亙
販売 医E 34.2 16.2 21.0 ~ 医1J
製造 ~ ~ 22.0 11.0 23.1 

商品企画・製造 ~ ~ 36.3 23.4 医亙 匡亙 [1[Z] 

技術 31.3 医亙 匿E 12.1 22.1 

研究・開発 53.4 33.8 匝1J 匡国 [fill 14.3 匡E 医E

こ
れ
は
「
製
造
」
と
い
う
職
種
が
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

形
態
を
取
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
研
究
・
開
発
」
も
「
技
術
」

と
同
じ
く
「
会
議
」
が
多
く
、
「
電
話
」
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ

る
が
、
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
多
い
の
が
異
な
る
点
で
あ
る
。

「
研
究
・
開
発
」
と
、
こ
の
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
切
っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

川
「
読
む
」

「
総
務
」
部
門
で
は
、
英
語
の
「
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
を
読
む
こ
と
が

非
常
に
多
い
が
、
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
総
じ
て
少
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
「
法
務
」
は
職
種
柄
か
「
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ

l

」
と

「
論
文
」
を
読
む
機
会
が
多
く
、
そ
れ
に
乗
じ
て
「
フ
ァ
ッ
ク
ス
」

も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
「
人
事
」
は
「
企
画
書
」
が
多
い
だ
け
で
他

は
概
し
て
少
な
い
。
「
経
理
」
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ
l

」
と
「
フ
ア

ツ
ク
ス
」
が
多
い
。
「
経
営
企
画
」
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ

l

」
を
筆

頭
に
「
広
告
文
」
、
「
カ
タ
ロ
グ
」
、
「
企
画
書
」
、
「
報
告
書
」
が
多
い

の
が
特
徴
で
あ
る
。
「
販
売
」
は
「
広
告
文
」
「
カ
タ
ロ
グ
」
、
「
企
画

書
」
を
多
く
読
ん
で
い
る
が
、
「
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
「
論
文
」

は
「
仕
様
書
」
と

を
読
ん
で
い
な
い
こ
と
が
面
白
い
。
「
製
造
」

889 

「
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
多
い
が
、
意
外
に
も
「
論
文
」
は
少
な
い
。
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表 6 職種別職務上必要なコミュニケーションの形態「書く J
平均値から 5%以上離れるもの

E メール
ビジネス ファック

仕様書
操作マニ

論文 広告文 カタログ 企画書 報告書
レター ス ュアル

平均（%） 90.7 47.0 37.6 18.6 13.4 14.8 4.1 5.4 21.3 41.2 

総務 ffiil 7.7 3.8 3.0 3.0 14.2 23.6 

法務 医I1 []!ｧ:] 7.6 2.5 10.9 2.5 1.7 13.4 33.6 

人事 [ill] 5.7 7.3 5.7 3.1 1.6 匝］］ GITl 
経理 [fil] 2.9 5.0 2.9 1.4 1.4 9.7 36.3 

経営企画 匝亙 [1ｧ1] 14.2 10.1 9.7 困 図 []I[] []Q;Q] 

販売 ~ ~ 15.6 8.4 5.5 図 図 匠Il
製造 33.0 l1Ll日 [1[ZJ 8.2 3.8 ffi]] 15.9 

商品企画・製造 ill]日 11.6 5.3 回 図 医E
技術 39.4 23.3 匝亙 医E 1.8 3.1 16.4 

研究・開発 36.4 26.8 国ヨ am ~ 2.8 3.7 匡E

「
商
品
企
画
・
製
造
」
は
「
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
「
論
文
」
以
外

890 

は
、
ほ
と
ん
ど
が
読
む
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
イ
ル

を
多
く
と
っ
て
い
る
。
「
技
術
」
は
「
仕
様
書
」
、
「
操
作
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
、
「
論
文
」
を
読
む
機
会
は
非
常
に
多
い
が
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ

ー
」
、
「
広
告
」
、
「
企
画
書
」
を
読
む
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
口

最
後
に
、
「
研
究
・
開
発
」
は
「
仕
様
書
」
、
「
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
、

「
論
文
」
は
「
技
術
」
と
同
じ
く
非
常
に
多
い
が
、
そ
れ
に
加
え
て

「
カ
タ
ロ
グ
」
と
「
報
告
書
」
も
多
い
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。

川
「
書
く
」

最
後
に
、
「
書
く
」
と
い
う
ス
キ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

形
態
を
見
て
み
た
い
。
「
総
務
」
で
は
唯

「
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
だ
け

が
利
用
度
が
高
い
が
、
こ
れ
は
「
読
む
」
と
共
通
し
て
い
る
。
「
法

務
」
で
は
「
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
と
「
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ
l

」
が
突
出
し
て

い
る
。
「
読
む
」
で
は
「
論
文
」
が
多
か
っ
た
の
に
「
書
く
」
で
は

多
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
法
務
」

で
は
「
論
文
」
は
「
読
む
」

対
象
で
あ
っ
て
、
「
書
く
」
対
象
で
は
な
い
こ
と
が
面
白
い
。
「
人

事
」
で
は

「
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ
l

」
だ
け
で
な
く
、
「
企
画
書
」
と

「
報
告
書
」
も
書
く
こ
と
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
経
理
」
は
「
総

務
」
と
同
じ
く
「
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
だ
け
そ
の
使
用
が
多
い
。
「
経
営
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最後に受けた TOEIC のスコア

合計 400 点以上 450 点以上 500 点以上 550 点以上 600 点以上 650 点以上

［総数］ 7354 325 327 433 560 618 700 

[%] 100.0 4.4 4.4 5.9 7.6 8.4 9.5 

700 点以上 750 点以上 800 点以上 850 点以上 900 点以上 無回答

［総数］ 763 786 726 659 754 703 

[%] 10.4 10.7 9.9 9.0 10.3 9.6 

表 7

企
画
」
は

「
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ
l

」
、
「
広
告
」
、
「
カ
タ
ロ
グ
」
、
「
企
画
書
」
、
「
報
告
書
」
が
多
い
。

「
販
売
」
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ
l

」
が
一
番
多
く
「
広
告
」
、
「
カ
タ
ロ
グ
」
、
「
企
画
書
」
が
続
く
。

「
製
造
」
は
そ
の
職
種
柄
か
「
仕
様
書
」
と
「
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
書
く
こ
と
が
多
い
。
「
商
品
企

画
・
製
造
」
は
「
販
売
」
と
同
じ
く
「
広
告
」
、
「
カ
タ
ロ
グ
」
、
「
企
画
書
」
が
多
い
が
「
フ
ア
ツ
ク

「
製
造
」
と
同
じ
く
「
仕
様
書
」
と

ス
」
を
多
く
使
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
「
技
術
」
は

「
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
多
い
。
「
研
究
・
開
発
」
は
「
仕
様
書
」
、
「
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
「
報
告
書
」

だ
け
で
な
く
、
「
論
文
」
を
「
書
く
」
こ
と
が
ず
ば
抜
け
て
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
逆
に
言
え

ば
、
こ
の
「
論
文
」
を
「
書
く
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
ほ
と
ん
ど
を
こ
の
「
研

究
・
開
発
」
部
門
が
独
占
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
三
つ
の
ス
キ
ル
に
お
い
て
「
職
種
」
が
違
う
と
そ
の
求
め
ら
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l

シ

ヨ
ン
が
違
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
概
し
て
い
え
ば
、
「
経
営
企
画
」
は
す
べ
て
の
ス
キ
ル
で

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態
を
使
う
。
「
法
務
」
は
「
論
文
」
を
読
む
が
書
く
こ
と
は
少

な
い
。
「
論
文
」
を
書
く
の
は
「
研
究
・
開
発
」
に
集
中
し
て
い
る
な
ど
で
あ
る
。

ω

回
答
者
が
最
後
に
受
け
た
T
O
E
I
C

の
ス
コ
ア

表
7

の
「
最
後
に
受
け
た
T
O
E
I
C

の
ス
コ
ア
」
は
、
T
O
E
I
C

を
運
営
し
て
い
る
国
際
ピ

ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
か
ら
協
力
を
得
ら
れ
た
お
か
げ
で
七
三
五
四
名
の
う
ち
六
六
五

一
名
の
回
答
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
六
O
O

点
以
上
七
O
O

点
未
満
」
が
一
七
・
九
%

（
二
一
二
八
人
／
七
三
五
四
）
、
「
七
O
O

点
以
上
八
O
O

点
未
満
」
が
二
一

一
%
（
一
五
四
九
人
／

891 

七
三
五
四
）
、
「
八O
O
点
以
上
九
O
O

点
未
満
」
が
一
八
・
九
%
（
一
三
八
五
人
／
七
三
五
四
）
、
「
九
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英語テストの受験者数と回答者全体の受験率表 8

実用英語技能検定TOEFL-CBT TOEFL-PET TOEIC N =7354 

4213 355 628 6651 総受験者数

一
般
企
業
で
必
要
と
い
わ
れ
る
最
低
六

892 

0
0
点
以
上
」
が
一
0

・
三
%
（
七
五
四
人
／
七
三
五
四
）

で
あ
る
。

57.2 

0
0
点
以
上
の
取
得
者
は
回
答
者
の
約
七
割
で
あ
り
、
七
O
O
点
以
上
が
五
割
、
八
O
O
点
以
上
が
三
割
と
い

う
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
い
母
集
団
で
あ
る
。

4.8 

同
理
想
と
現
実
の
英
語
力
の
ギ
ャ
ッ
プ

同
有
効
パ
ー
セ
ン
ト

日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
パ
l

ソ
ン
の
英
語
力
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
回
答
者
が
最
後
に
受
け
た
英
語
テ
ス

ト
（
T
O
E
I
C

、

T
O
E
F
L
E
P
B
T

、

T
O
E
F
L

’

C
B
T

、
実
用
英
語
技
能
検
定
）
の
ス
コ
ア
あ
る
い

8.5 

は
取
得
級
を
質
問
し
た
。
各
ス
コ
ア
ま
た
は
級
を
取
得
し
た
人
数
が
、
そ
の
テ
ス
ト
を
受
験
し
た
人
数
に
占
め

る
割
合
を
「
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
し
て
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
。
何
故
な
ら
、
全
回
答
者
の
う
ち

T
O
E
I

C

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
九

0

・
四
%
（
六
六
五
一
人
／
七
三
五
四
）

で
あ
り
、
ま
た
実
用
英
語
技
能
検

で
あ
る
が
、
T
O
E
F
L
E
P
B
T

で
は
八
・
五
%
（
六
二

定
で
は
五
七
・
二
%
（
四
一
二
三
人
／
七
三
五
四
）

八
人
／
七
三
五
四
）
、
T
O
E
F
L

’

C
B
T

に
な
る
と
さ
ら
に
少
な
い
四
・
八
%
（
一
二
五
五
人
／
七
三
五
四
）

90.4 

で
あ
る
（
表
8

）
。
そ
こ
で
全
回
答
者
数
か
ら
受
験
し
な
い
数
を
引
い
た
「
受
験
し
た
こ
と
の
あ
る
」
数
を
分

母
と
し
た
「
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
使
用
し
て
比
較
こ
と
と
す
る
。

L
U
 

日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
パ
l

ソ
ン
の
「
現
実
の
英
語
力
」
と
、
「
国
際
交
渉
を
第
一
線
で
行
う
の
に
必
要
だ
と
思

T
O
E
I
C

ス
コ
ア
か
ら
見
た
現
実
と
理
想
の
聞
き

う
理
想
の
英
語
力
」
の
差
を
、
有
効
回
答
者
が
一
番
多
い

T
O
E
I
C

を
例
に
し
て
比
較
す
る

の
比
較
に
際
し
て
、
同
の
「
有
効
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
上
の
ス
コ
ア
ま
た
は
上
の
級
か
ら
足
し
て
い
っ
た
「
累
積

パ
ー
セ
ン
ト
」
を
利
用
す
る
。

受験率

（
表9
）
。
こ
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TOEICスコアの現実と理想のギャップ

現実（N = 665) 理想（N = 7294) 
TOEICスコア

有効 累積 有効 累積

900 ~ 11.3 25.7 25.7 25.7 

850 ~ 900 9.9 21.2 19.0 44.7 

800 ~ 850 10.9 32.2 24.0 68.7 

750 ~ 800 11.8 44.0 11.5 80.l 

700 ~ 850 11.5 55.5 10.2 90.4 

650 ~ 700 10.5 66.0 3.3 93.7 

600 ~ 650 9.3 75.3 4.1 97.8 

550 ~ 600 8.4 83.7 0.8 98.6 

500 ~ 550 6.5 90.2 0.8 99.4 

450 ~ 500 4.9 95.l 0.1 99.5 

400 ~ 450 4.9 100.0 0.5 100.0 

有効合計 100.0 100.0 

表 9

現
実
の
T
O
E
I
C

ス
コ
ア
の
「
八
五
0
1
九
O
O
点
」
の
累
積

パ
ー
セ
ン
ト
は
一
二
・
二
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
有
効
パ
l

セ

ン
ト
の
「
九
O
O
点
以
上
」
の
一
一
・
三
%
と
「
八
五
0
1
九
0
0

点
」
の
九
・
九
%
を
足
し
た
も
の
で
、
全
回
答
者
数
の
う
ち
両
者
を

選
択
し
た
の
が
一
二
・
二
%
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

T
O
E
I
C

受
験
者
の
「
上
位
二
O
%
前
後
」
が
八
五
O
点
以
上
を

取
得
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
現
実
の
ス
コ
ア
を
見
る
と
、

七
O
O
点
以
上
が
全
回
答
者
の
五
五
・
O
%
、
五
五
O
点
以
上
が
八

二
・
七
%
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
理
想
の
T
O
E
I
C

ス
コ
ア
と
な
る
と
、
要
求
さ
れ
る
点

数
は
現
実
よ
り
も
非
常
に
高
く
な
る
。
累
積
パ
ー
セ
ン
ト
を
辿
っ
て

い
く
と
、
二
五
・
七
%
が
「
九
O
O
点
以
上
」
必
要
と
考
え
て
い
る
。

全
回
答
者
の
う
ち
六
八
・
七
%
が
「
八
O
O
点
以
上
」
、
J＼、
。

%
が
「
七
五
O
点
以
上
」
が
国
際
交
渉
を
す
る
の
に
必
要
最
低
限
の

レ
ベ
ル
だ
と
い
う
。

つ
ま
り
全
体
の
約
七
割
近
い
人
が
八
O
O
点
以

上
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
様
の
手
法
を
用
い
て
T
O
E
I
C

、

T
O
E
F
L

，

P
B
T

、

T
O
E
F
L
a
C
B
T

、
実
用
英
語
技
能
検
定
、
C
E
F
R

の
五
つ

893 

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
国
際
交
渉
を
す
る
の
に
必
要
な
英
語
力
と
現
実
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国際交渉をするのに理想の英語力と現実の英語力の差

回答者の割合 TOEIC TOEFL-PET TOEFL-CBT 
実用英語

CEFR 
技能英語

理 900~ 650~ 280~ l 級～ C2 ~ 

O~ 20 % 本’じ目品、 25.5 % 15.7 % 17.7 % 17.4 % 

前後 現 850~ 600~ 250~ 準 l 級～

実 21.2 % 23.1 % 29.3 % 25.7 % 

理 800~ 600~ 250~ 1 級～ c 1 ~ 

O~ 60 % 想、 68.7 % 53.8 % 60.7 % 36.2 % 41.3 % 

前後 現 700~ 550~ 213~ 2 級～

実 55.5 % 51.3 % 65.4 % 69.0 % 

理 750~ 550~ 213~ 準 1 級～ B2 ~ 

O~ 90 % 想 80.1 % 82.8 % 88.1 % 83.6 % 89.0 % 

前後 現 550~ 500~ 173~ 準 2 級～

実 83.7 % 82.8 % 90.7 % 74.7 % 

表10

の
英
語
テ
ス
ト
か
ら
み
た
英
語
力
と
の
差
を
一
覧
表
で
示
し
た
の
が
表
叩
で894 

あ
る
。
な
お
、
各
テ
ス
ト
は
性
格
や
目
的
が
異
な
り
、
比
較
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
例
え
ば
T
O
E
I
C

九
O
O
点
以
上
が
T
O
E
F
L
E
P
B
T

六

五
O
点
以
上
、
C
E
F
R

で
C
2

以
上
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
本
調
査
で
は
、
便
宜
上
、
回
答
者
の
上
位
「
0
1
二
O
%
前

後
」
、
「
上
位0
1
六
O
%
前
後
」
、
「
上
位0
1
九
O
%
前
後
」
の
三
段
階
に

分
け
て
提
示
し
た
。
ま
た
C
E
F
R

は
既
存
の
テ
ス
ト
で
は
な
い
の
で
、
理

想
と
す
る
英
語
力
の
み
の
調
査
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

国
際
交
渉
を
す
る
の
に
必
要
な
英
語
力
と
、
英
語
力
諸
テ
ス
ト
か
ら
み
た

現
実
の
英
語
力
と
の
差
は
大
き
く
、
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
「
0
1

二
O
%
前
後
」
で
は
両
者
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
が
、

C
E
F
R

で

理
想
と
さ
れ
る
の
が
C
2

と
い
う
回
答
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

C
2

は
単
に

母
語
話
者
で
あ
る
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
熟
達
し
た
言
語
使
用
者
、
ま

さ
し
く
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
相
当
に
高
い

レ
ベ
ル
を
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「0
1
六
O
%

前
後
」

T
O
E
I
C

で
両
者
の
差
が
一

の
レ
ベ
ル
で
は
、

0
0
点
、
T
O
E
F
L

，

P
B
T

で
五
O
占
…
、T
O
E
F
L
e
e
B
T

で
三

七
点
と
な
る
な
ど
、

や
は
り
差
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
実
用
英
語
技
能
検
定

で
は
理
想
が
一
級
、
現
実
が
二
級
と
、
聞
に
準
一
級
が
あ
り
、
級
が
二
つ
も
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相手との交渉においてストレスを感じる人の割合

N =7354 9 回以上 7 ～ 8 回 5 ～ 6 回 3 ～ 4 回 2 回以下 無回答

英語力不足ヱ 14.8 12.1 18.6 22.1 32.1 0.3 

聞き役旦 20.3 17.7 20.0 19.0 22.6 0.4 

反論できない旦 24.2 18.8 17.4 17.3 22.0 0.4 

タイミング!Q 18.2 14.1 17.0 17.4 32.8 0.5 

相手の信頼旦 22.5 17.0 18.0 17.1 25.0 0.4 

表11

飛
ん
で
い
る
。
C
E
F
R

で
も
現
実
の
デ
l

タ
は
な
い
も
の
の
、
理
想
と
さ
れ
る
の
が
c

ー
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
こ
に
現
実
に
達
し
て
い
る
人
は
非
常
に
少
な
い
と
考
え
る
の
が
無
難

で
あ
ろ
、
っ
。

最
後
の
「
0
1
九
O
%
前
後
」
の
レ
ベ
ル
を
比
較
す
る
と
、

T
O
E
I
C

で
は
そ
の
差
は
さ
ら

に
大
き
く
な
り
二
O
O
点
、
T
O
E
F
L
1
P
B
T

で
五
O
点
、
T
O
E
F
L
E
e
B
T

で
四
O

点
、
実
用
英
語
技
能
検
定
で
は
二
つ
の
級
の
差
が
あ
る
。
C
E
F
R

で
は
B
2

が
理
想
で
あ
る
と

ぃ
、
っ
。

一
二
世
紀
に
入
り
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
現
代
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
l

ソ
ン
が
国
際
交

渉
を
す
る
上
で
の
理
想
の
英
語
力
と
現
実
の
英
語
力
と
に
存
在
す
る
こ
う
し
た
大
き
な
差
は
単
に

個
人
レ
ベ
ル
や
会
社
と
い
っ
た
組
織
レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
な
く
、
国
家
レ
ベ
ル
の
問
題
と
な
っ
て

く
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
我
々
は
認
識
す
べ
き
で
あ

る

外
国
人
と
の
職
務
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
点

S

せ

国
際
業
務
に
携
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
l

ソ
ン
は
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
支
障
が

起
き
た
り
、
思
う
よ
う
に
議
論
が
で
き
な
い
な
ど
の
不
安
感
、
不
満
感
を
い
だ
く
経
験
を
多
く
も

は
た
し
て
実
態
は
ど
う
な
の
か
を
調
査
し
た
結
果
を
報
告
す
る

（
表
什
）
。
「
あ
な
た
は
外
国
人
と
の
職
務
上
の
議
論
で
次
の
よ
う
な
経
験
が
あ
り
ま
す
か
。
平
均

っ
と
一
般
的
に
言
わ
れ
る
が
、

す
る
と
一

O
回
中
何
回
く
ら
い
に
な
る
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
設
問
に
対
し
、
「
九

895 

回
以
上
」
「
七
1

八
回
」
「
五1
六
回
」
「
三
1

四
回
」
「
二
回
以
下
」
の
五
つ
か
ら
回
答
を
選
ん
で
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英語力に加えて国際ビジネスに必要な他の能力

N =7354 
非常に

やや必要
どちらと やや 全然

無回答
必要 いえない 不必要 不必要

プレゼンテーション能力 42.0 43.1 10.1 3.1 1.5 0.2 

経済力や政治事情把握力 24.1 47.7 20.2 6.0 1.8 0.2 

交渉後の分析能力 36.5 46.7 12.9 2.4 1.3 0.2 

臨機応変な判断力 51.0 39.2 7.5 1.2 0.9 0.2 

交渉者としての信頼力 45.0 40.3 11.5 1.9 1.0 0.2 

表12

も
ら
っ
た
。

「
英
語
力
不
足
で
討
論
に
つ
い
て
い
く
の
が
精
一
杯
で
積
極
的
に
貢
献
で
き
な
い
」
の
が
一
O896 

回
中
五
回
以
上
を
合
計
す
る
と
四
五
・
五
%
、

つ
ま
り
二
人
に
一
人
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
「
聞
き
役
に
な
っ
て
し
ま
い
、
話
の
筋
道
が
相
手
の
ベ

l

ス
に
な
っ
て
し
ま
う
」
の
う
ち
七

回
以
上
の
人
は
三
八
・
O
%
す
な
わ
ち
約
四
割
近
い
人
が
こ
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
日
常
会
話
で
は
な
く
議
論
に
な
る
と
反
論
で
き
な
い
し
、
自
分
の
論
も
進
め
ら
れ
な
い
」
で
反

論
で
き
な
い

（
九
回
以
上
）
が
二
四
・
二
%
、
逆
に
相
手
の
ベ
l

ス
に
は
合
わ
せ
な
い

（
二
回
以

下
）
は
二
二
・
O
%
と
桔
抗
し
て
い
る
。
「
別
の
外
国
人
に
意
見
を
言
わ
れ
て
し
ま
い
、々
／J
A
lミ、

ン
グ
を
逸
し
て
不
利
な
立
場
に
な
る
」
の
が
七
回
以
上
と
問
題
を
感
じ
て
い
る
の
は
三
二
・
三
%

で
あ
る
が
、
逆
に
問
題
を
感
じ
な
い

二
回
以
下

の
は
三
二
・
八
%
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

最
後
の
「
議
論
中
に
話
す
内
容
の
広
さ
と
深
さ
が
乏
し
い
た
め
に
、
相
手
の
信
頼
を
得
ら
れ
た
か

不
安
に
な
る
」
の
が
七
回
以
上
と
い
う
の
が
三
九
・
五
%
に
達
し
て
い
る
。

七
回
以
上
不
安
に
感
じ
る
と
い
う
の
を
見
て
み
る
と
、

一
番
上
の
英
語
力
が
不
足
し
て
い
る
の

と
四
番
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
て
し
ま
う
と
い
う
理
由
が
そ
れ
ぞ
れ
二
六
・
九
%
、
三
二
・
三

%
と
ほ
ぼ
三
割
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
約
四
割
が
不
安
を
覚
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
パ
l

ソ
ン
が
相
手
と
取
引
を
す
る
上
で
、
と
か
く
積
極
的
な
外
国
人
に
先
を
越
さ
れ
、

交
渉
事
で
引
け
を
と
り
、

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
被
る
と
い
う
の
は
、
英
語
の
能
力
の
低
さ
ば
か
り

で
な
く
、
日
本
人
の
メ
ン
タ
リ
テ
イ
、
穏
や
か
さ
、
言
い
換
え
れ
ば
、
性
格
的
に
弱
い
と
こ
ろ
が

あ
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
視
点
を
変
え
れ
ば
、
学
校
教
育
と
い
う
組
織
に
お
い
て
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日本人が国際交渉を第一線で行うのに必要な英語力の指標（案）

TOEIC 
TOEFL- TOEFL- 実用英語

CEFR 
PBT CBT 技能検定

最上段階 900~ 650~ 280~ l 級 C2 

第 2 段階 850~ 600~ 250~ 1 級 c 1 

第 3 段階 800~ 550~ 213~ 準 1 級～ B2 

表13

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
能
を
修
練
し
て
い
な
い
日
本
の
言
語
教
育
政
策
の
貧
困
さ
も
露
見
す
る
。
今

後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
、
国
際
競
争
社
会
に
た
く
ま
し
く
生
き
て
、
人
類
に
貢
献
す
る
人
材
を
養
成
す
る

必
要
が
あ
り
、
こ
の
表
の
数
字
は
そ
れ
が
国
家
と
し
て
教
育
上
の
大
き
な
改
善
点
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示

唆
し
て
い
る
。

(5) 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
能
力

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
英
語
に
よ
る
交
渉
能
力
、
説
得
力
が
必
要
で
あ
る
が
、
他
に
も
大
き
な
問
題
が
顕
在
化

し
て
い
る
。
表
吃
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

表
ロ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
が
「
非
常
に
必
要
」
と
「
か
な
り
必
要
」
と
を
合
わ
せ
る
と
、

い
ず
れ
の
項

目
も
七
O
%
か
ら
九
O
%

以
上
ま
で
の
驚
異
的
な
数
字
を
示
し
て
い
る
。
七
三
五
四
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

こ
の
よ
う
な
数
字
が
出
る
こ
と
は
珍
し
く
、
そ
れ
だ
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
1

ソ
ン
が
交
渉
に
お
い
て
共
通
に

苦
労
し
て
お
り
、
上
記
の
能
力
は
、
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
問
題
な
の
で
あ
り
、
個
人

レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
、
つ
ま
り
、
学
校
教
育
レ
ベ
ル
で
是
非
と
も
養
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
訴
え
る
数
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
回
は
紙
面
の
都
合
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
個
人
の
自
由
記

述
意
見
で
も
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
能
力
は
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
能
力
不
足
か
ら
く
る
自
信
の
な
さ
に
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
民
族
性
と
い
え
る
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
到
来
で
、
国
際
協
調
も
国
際
競
争
も
一
層
激
化
す
る
時
代
に
お
い
て
、

打
撃
を
蒙
る
の
は
子
供
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
将
来
を
見
通
す
と
き
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ヨ
ン
能
力
の
低
さ
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
人
全
体
に
と
っ
て
不
安
な
問
題
で
あ
り
、
す
べ
て
の
教
育

897 

の
中
で
主
要
な
テ
l

マ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
国
家
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
な
の
で
あ
る
。
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五

J士
ti＇口

論

本
稿
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
パ
l

ソ
ン
に
求
め
ら
れ
る
英
語
力
と
そ
の
内
容
に
焦
点
を
当
て
て
分

析
を
重
ね
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
「
日
本
人
が
国
際
交
渉
を
第
一
線
で
行
う
の
に
必
要
な
英
語
力
の
指
標
（
案
）
」
（
表

氾
）
を
以
下
の
よ
う
に
示
し
た
い
。

「
最
上
段
階
」
は
T
O
E
I
C

九
O
O
点
以
上
、
T
O
E
F
L
E
P
B
T

六
五
O
点
以
上
、
T
O
E
F
L
E
e
B
T

二
八
O
点
以

上
、
実
用
英
語
技
能
検
定
一
級
、

C
E
F
R
 C2

の
文
字
通
り
最
高
の
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
こ
れ
を
個
人
、
組
織
、
国
家
と
し
て
最

終
到
達
目
標
と
し
、
こ
の
レ
ベ
ル
に
到
達
し
て
い
る
人
は
、
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
も
対
応
で
き
る
人
材
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に

違
い
な
い
。
次
の
「
第
二
段
階
」
は
そ
の
下
の
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
「
第
三
段
階
」
は
一
応
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
通
用

で
き
る
最
低
の
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ

l

ソ
ン
が
目
指
す
第
一
次
目
標
と
し
て
掲
げ
る
指
標
と
な
る
。

こ
の
指
標
を
具
体
的
な
基
準
と
し
て
、
個
人
レ
ベ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
会
社
や
学
校
、
英
語
テ
ス
ト
法
人
や
国
際
業
務
関
係
団
体
な

ど
の
組
織
レ
ベ
ル
、
政
府
、
文
部
科
学
省
の
政
策
決
定
の
国
家
レ
ベ
ル
で
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
た
め
の
具
体
的

な
方
法
を
構
築
し
て
い
く
な
ら
ば
、
日
本
人
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
世
界
の
レ
ベ
ル
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
る
に

違
い
な
い
。
た
だ
し
、
示
し
た
指
標
（
案
）
は
あ
く
ま
で
も
「
た
た
き
台
」
で
あ
る
の
で
提
示
さ
れ
た
指
標
（
案
）
実
現
の
た
め
の

施
策
の
提
言
を
含
め
て
、
さ
ら
に
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

（1
）
研
究
全
体
に
関
し
て
は
、
小
池
生
夫
他
（
編
）
（
二

O
O

八
）

育
の
先
導
的
研
究
最
終
報
告
書
』
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

『
第
二
言
語
習
得
を
基
盤
と
す
る
小
中
高
大
の
連
携
を
は
か
る
英
語
教
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（2
）
、
H，
O
開
司
円
、
一
同
，

g

件
。
同
一
明
ロ
m
z
ω
F
m
訪
問
司
。z
－m
ロ

F
m
w
ロ
m
g
ω向
。
同
，
g

同
・

（3
）
司
回
吋
一
同
，
o
ω
件
。
同
一
開
口
m
E
ω『何
回ωω
明
。
黒
川
一
応
ロ

F
m
H
M
m
c
m
m
o
l

同M
m円
高
円σ
m
w
ω
ゆ
色
叶0
2
・

（4
）
司
回
叶
一
同
，
o
ω
件
。
町
一
明
ロ
m
E
ω
F
m
訪
問
凶
司
。
円
。
釘
ロ
円
、

ω
ロ

m
z
m
m
o
l
n

。
B

吉
見
。
『σ
g
一
命
内
田
叶
0
2
・

（5
）
古
島
茂
／
大
橋
理
枝
（
他
）
（
訳
・
編
）
（
二
O
O

四
）
『
外
国
語
教
育
縞
｜
外
国
語
の
学
習
、
教
授
、
評
価
の
た
め
の
ヨ
l

ロ
ッ

パ
共
通
参
照
枠
｜
』
東
京
・
朝
日
出
版
社
。
二
五
頁
。

（6
）
同
，O
2

え
開
口
也
宮
町
内
。
円
同
ロ

Z
E
E

－
。
ロ
巳
わ
。BE
C
E
g
z
。
ロ
・

（7
）
英
語
力
が
不
足
し
て
い
て
、
相
手
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
た
め
に
、
討
論
に
つ
い
て
い
く
の
に
精
一
杯
で
、
積

極
的
に
貢
献
で
き
な
い
。

（8
）
相
手
が
一
百
う
こ
と
に
つ
い
て
聞
き
役
に
な
っ
て
い
て
、
自
分
の
意
見
を
言
う
前
に
話
の
筋
道
が
相
手
の
ベl
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
。

（9
）
日
常
会
話
で
の
問
題
は
あ
ま
り
な
い
が
、
一
旦
議
論
に
な
る
と
、
相
手
の
言
う
こ
と
に
反
論
し
か
っ
自
分
の
論
を
進
め
る
こ
と
が
あ

ま
り
で
き
な
い
。

（
叩
）
議
論
中
に
自
分
が
言
い
た
い
こ
と
を
す
ぐ
一
言
え
な
い
う
ち
に
、
別
の
外
国
人
に
同
じ
意
見
を
言
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

逸
し
て
、
不
利
な
立
場
に
立
た
さ
れ
る
。

（
日
）
議
論
中
に
話
す
内
容
の
広
さ
と
深
さ
が
乏
し
い
た
め
に
、
相
手
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
不
安
を
お
ぼ
え
る
。

参
考
文
献

わ
。E
5

目
。
同
開
口
円
。
司

0

・
（N
C
C
H）w
向
。
選
選
。
ミ
同N
q
e
s
w
H
M
V

ミ
還
室
、
。
一
込
ミ
同
《
守
ミ

S
R
L号
、
h
Qお
も
s
h
a
～
h
g
さ

S
ゃ
な
h
N
q暑
さ
やh
a
師
向
的
旬
・

き

S
H
・
C
関
口
ハv
m
H
U
σ
旦
色
m
m
w
d
巳
〈
2
ω

－q
P
1
0
ω
ω
・

日
向
清
夫
（
二

O
O

八
）
「
実
社
会
が
求
め
る
英
語
力
の
レ
ベ
ル
は
ど
の
程
度
か
」
「
日
向
清
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
雑
記
帳
』

宮
G
ミ
g
m
・
色
。
・
8

・
甘
＼
5
4
司
ω
E
N＼E
S
S

＼N
Cミ
＼
吋
＼
宮
阜
ム
h
S
E
s－
－
（
一
一
O
O
八
年
八
月
二
九
日
）

小
池
生
夫
（
二
O
O

八
）
「
世
界
水
準
を
見
据
え
た
英
語
教
育
｜
国
家
的
な
危
機
に
対
応
す
る
小
池
科
研
の
研
究
成
果
と
提
言

l

」
、
『
英
語

展
望
』
、
一
四
l

一
七
頁
。

小
池
生
夫
・
寺
内
一
（
二

O
O
八
）
「C
E
F
R

の
概
念
」
、
寺
内

899 

（
編
）
（
二O
O

八
）
。
『
企
業
が
求
め
る
英
語
力
調
査
報
告
書
』
、



東
京
・
東
京
大
和
印
刷
。

小
池
生
夫
・
投
野
由
紀
夫
他
（
編
）
（
二O
O
八
）
『
第
二
言
語
習
得
研
究
を
基
盤
と
す
る
小
、
中
、
高
、
大
の
連
携
を
は
か
る
英
語
教
育
の

先
導
的
基
礎
研
究
成
果
報
告
書
』
。
東
京
・
タ
ナ
カ
企
画
。

荻
原
稚
佳
子
（
二
O
O

八
）
「
日
本
語
教
育
に
お
け
るA
C
T
F
L
B
O
P

－
活
用
を
通
し
て
考
え
る
C
E
F
R

の
学
習
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

し
て
の
応
用
」
明
治
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要
『
応
用
言
語
学
研
究
』
第
十
号
、
七
四
｜
八O
頁
。

加
藤
晴
子
（
二
O
O

八
）
「
日
本
に
お
け
る
中
国
語
学
習
ス
タ
ン
ダ
ー
ドl

『
高
校
中
国
語
教
育
の
め
や
す
」
と
『
高
等
学
校
の
中
国
語
学

習
の
め
や
す
』
の
比
較
か
ら
l

」
、
明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要
『
応
用
言
語
学
研
究
』
第
十
号
、
八O
｜
八
七
頁
。

岡
秀
夫
（
二

O
O

八
）
「
英
語
教
育
の
基
準
を
求
め
て
｜
日
本
版C
E
F
R

へ
の
取
り
組
み
l

」
、
『
英
語
展
望
』
、
一
八
l

二
二
一
、
八O
頁
。

寺
内
一
（
編
）
（
二
O
O
八
）
『
企
業
が
求
め
る
英
語
力
調
査
報
告
書
』
、
東
京
・
東
京
大
和
印
刷
。

吉
島
茂
／
大
橋
理
枝
（
他
）
（
訳
・
編
）
（
二
O
O

四
）
『
外
国
語
教
育
縞
｜
外
国
語
の
学
習
、
教
授
、
評
価
の
た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通

参
照
枠
l
T

東
京
・
朝
日
出
版
社
。

900 

法学研究 82 巻 l 号（2009


